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らの流出量 (CC/See), i,は動粘性係数 (cSt).
4つの渦は見られず,不安定な流れの状態からいきなり1つの渦が成長する｡成長した渦につ




























図2 正 12角形水槽中での流速の方位角成分 veおよび角運
動量 L= rvoの分布O
§3.計算機シミュレーション
実際の渦は3次元構造 をもっているが,一先ず,ナビェ ･ス トー クスの方程式を基礎にした
2次元流れの近似を用いて計算機シミュレーションを行い,前節の実験結果と比較した｡極座
標で表わしたナビエ ･ス トー クスの方程式,
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∂≠ γ∂γ γ∂β
･y(諺 +i弘 一掌･i2留 鳥2豊 )γ ∂γ
と連続の式




































































































この場合は粗視化 された Ginzburg-Landau方程式のレベルで局所平衡の考えが許 される｡
即ち,局所的温度としてT｡+(dT/dx)xを使ってよい｡ xは場所を表わす｡
(b) 2成分溶液では1は有限だが熱拡散効果のため,Soretinstabilityが生 じやすい｡
gas-1iquid転移する液体では スが発散 し局所平衡は使えず,しかも Benardinstability
が生 じやすい｡
(C) 超流動- リウム｡ 3H｡-4H｡や He-film もこの部類にいれておく｡この系では超流動







安定性に注目している｡例えば Mikeskaや Langerのもの｡ HelとHe丑の interface
については実験家には気づかれていたが,理論がないため,暖味なまま見過ごされてきた｡(i)
の vortex乱流については彪大な実験があるが,理論 としては Vinen (1957)と Schwa-
rtz(1978)のみがあげられる｡いずれにしろ自由エネルギーが存在しないため数学的困難が
大きい｡
§2.HeIとHeIの Interface
-C32-
